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はじめに

　矢作川における天然アユの生態調査は，矢作川天然ア
ユ調査会と豊田市矢作川研究所とが共働して1998年より
行われている（山本・内田，2007；豊田市矢作川研究所，
2008）．その中で，矢作川における天然アユの現存量を
把握するための基礎データを得る目的でアユの遡上調査
を毎年実施してきた．ここでは明治用水頭首工における
天然アユの遡上数のデータを掲載する．

調査方法

　明治用水頭首工は，河口から35 km上流に位置する堤
長167.3 mのフローティングタイプの堰堤で，右岸には
幅2.0 m，左岸には3.0 mの階段式の魚道を1本ずつ備え
ている（図1）．堰の前後で平水時の水位差が5.6 mあり，

魚道以外からの魚類の遡上は不可能である．
　調査は毎年3月中旬より，調査員が毎日魚道に出向き，
目視によりアユの有無を確認した．そして群れで魚道を
遡上もしくは魚道直下で滞留するアユが確認できるよう
になった段階で，調査員が目視による計数をおこなった．
アユの遡上時期には呼び水として左岸寄りのゲートから
放水される場合が多く，調査員の目視によっても左岸側
での遡上が主であることがうかがわれた．このため，遡
上数の計数調査は1998年のみ両岸で行い，1999年以降は
左岸のみで実施した．計数方法は，魚道内の最上段の出
口（幅110 cm，段差40 cm）で，10分間隔で遡上する個
体数を記録した．遡上が多い場合，左右に2つに区切り，
まず右半分を10分間計数した後に，左半分を10分間計数
し2倍した値を遡上数とした．また，20分間計数した後
は10分間の休憩をとり，その間の遡上数は前後の20分間
の数の平均値とした．調査の時間帯は8時から18時まで
を基本としたが，遡上の状況によって延長もしくは短縮
した．調査の終了は，開始とは逆に群れで行動するアユ
が確認できなくなった時点とした．ただし，終了した後
も，遡上の有無を確認する作業を適宜おこない，群れ単
位で遡上がみられた場合には計数を再開した．
　この他に，右岸魚道では，矢作川漁業協同組合によっ
て遡上するアユを採捕し，上流へ輸送して放流する事業
が2005年より行われている．同漁協発行の総代会資料（矢
作川漁業協同組合，2006－2010）に基づき，その採捕量
に関するデータも整理した．

結　　果

　明治用水頭首工の左岸魚道における遡上数の経年変化
を図2に，年ごとの遡上数を表1に示した．遡上数は，最
も少なかった2001年に1,300尾弱，最も多かった2007年
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図１　明治用水頭首工の位置．
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に620万尾弱と年によって最大で5,000倍近い開きがあっ
た．右岸側魚道では，ここで唯一調査をおこなった1998
年には24万尾弱の遡上を確認した．2005年以降の矢作川
漁業協同組合による右岸側魚道でのアユの採捕量を表2
に示した．
　年ごとの遡上数の季節変化を図3に観測値を表3に示し
た．アユの遡上は3月下旬から確認され，7月中旬にまで
およんだ．
　本報告で紹介したアユの遡上データについては，豊
田市矢作川研究所のホームページ（http://yahagigawa.
jp/3_1_y_kenkyuu/index.html）でファイルのダウンロー
ドが可能である．
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表１　左岸魚道における年ごとのアユ遡上数．

図２　左岸側魚道における1998年から2009年の遡上数の経年変化．

表２　右岸魚道におけるアユ採捕量．
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明治用水頭首工におけるアユの遡上データ（1998～2009年）

図３　1998年から2009年における遡上数の季節変化．
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表３　明治用水頭首工左岸魚道における遡上数一覧．


